
【基本施策を推進する実施計画の事務事業】

部局名 課名

1

DHEAT養成研修：参加中止
災害医療コーディネーター会議：中止
鳥取空港消火救助訓練：WEB図上訓練実施
岡山大学教員による避難所運営に関する研
修：WEB開催（鳥取市、岩美町、若桜町、智
頭町ほか69名参加）

　災害発生時の医療救護活動をマ
ネジメントできる人材育成や課題
の共有は重要であり、DHEＡT養
成研修・災害医療ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ会議に
ついて、状況に応じて研修受講・
会議開催できる体制を整え、取組
を進めていく必要がある。
　その他、広域連携による災害時
の体制強化を図るため東部４町か
らの参加も募り、様々な機会を捉
えて訓練や研修に取り組んでい
く。

健康こども
部鳥取市保
健所

保健総務課
141
上段

2
夜間、休日等における急患診療の実施
【令和３年度実績】
休日昼間3,375人、夜間4,086人

　引き続き夜間、休日等における
急患診療体制を整備する。

健康こども
部鳥取市保
健所

保健医療課
142
下段

3
・感染症発生時の危機管理体制整備
・感染症患者の医療費公費負担
・特定感染症等の検査

　今後とも、感染症の発生時にお
ける危機管理体制を整備するとと
もに、感染症患者に対する適切な
医療の提供を図る。また、感染症
の発生動向を調査し、感染拡大の
兆候を探知し適切な予防活動を実
施する。

健康こども
部鳥取市保
健所

保健医療課
145
上段

4
返還・譲渡の推進
・市ホームページ及びYouTubeを活用した情
報発信

　コロナ禍において、犬猫譲渡会
や犬管理所見学会を実施すること
は困難であったが、YouTubeを活
用した譲渡促進事業は有効であっ
たと思われる。これからも人と動
物が共生する社会の実現を目指
し、動物愛護啓発事業を積極的に
展開していく。

健康こども
部鳥取市保
健所

生活安全課
158
上段

5

食品衛生法に基づき鳥取県東部圏域食品衛生
監視指導計画を毎年度策定するとともに、計
画に沿った監視等を実施
・重点監視施設に対する監視指導の実施
・食品の安全性を確認するための検査の実施
・HACCPに沿った衛生管理の導入支援

　引き続き食品衛生監視指導計画
に沿って、計画的かつ効果的な監
視指導を実施し、衛生管理の向上
に努め、住民の食の安全を確保す
る。

健康こども
部鳥取市保
健所

生活安全課
159
上段

6

　無医地域の解消及び佐治地域の住民の健康
と福祉の維持増進のため、佐治町国保診療所
医科を維持し、地域医療サービスを提供し
た。

（令和3年度）
　年間診療日数：213日
　年間件数：7,064件

　地域住民の健康維持を図るため
に常駐医師の確保が優先的な課題
であり、医師派遣元の県と協力し
ながら医師の確保に努めるととも
に、住民の健康維持を図るため、
地域医療サービスの提供に努めて
いく。

福祉部 保険年金課
377
下段

食品衛生指導
事業費

食品営業施設の許可・監視指
導、食品検査を行うとともに、
食品衛生の普及啓発等を行い、
食の安全を確保する。

医科運営費
佐治町国保診療所を運営し、地
域住民の健康・福祉の維持増進
を図る。

夜間休日急患
診療所運営委
託費等

夜間及び日曜、祝日等の、休日
に急な診察を必要とする患者が
診察を受けられるよう、急患診
療所を運営するとともに、１次
救急患者の受入れ促進を図り、
２次及び３次救急体制の負担軽
減を図る。

感染症対策推
進事業費

感染症の発生時における危機管
理体制を整備するとともに、感
染症患者に対する適切な医療の
提供を図る。また、感染症の発
生動向を調査し、感染拡大の兆
候を探知し適切な予防活動を実
施する。

動物愛護管理
推進事業費

命を大切にし、動物と共生する
社会を実現するため、動物の適
正飼養を推進するとともに、保
護収容動物の返還・譲渡を推進
する。

災害医療対策
費

東部圏域（１市４町）を所管す
る保健所として、災害時の医療
救護活動を担い、被災者支援を
行う職員の資質向上を図るた
め、平素から災害に備えた訓
練・研修受講を行う。

関連事業
（決算事業
別概要ペー
ジ）

NO
総合
戦略
事業

事務事業名
事業の概要

（令和３～５年度）
事業の成果

（令和３年度）
今後の課題・方向性

所管部局



7 鳥取市立病院の運営

　医師を始めとする医療従事者の
確保に努めるとともに、地域住民
に安定した医療が提供できるよう
取り組む。

市立病院 総務課 －
市立病院運営
費

鳥取市立病院を運営し、地域住
民の健康・福祉の維持増進を図
る。


